
 
ネットワーク型人材の発掘と育成 

「主体的行動の誘発による 
文の京（ふみのみやこ）の脱温暖化」 

 
東京大学＋環境ネットワーク・文京  
研究代表者 花木啓祐（東京大学） 



人材に関連した社会問題と研究開発目標  
社会問題 
・専門能力や社会能力に富む地域の人材（シニア層、女性）に活

躍の場が与えられていない 
・地域が抱える問題（希薄な地域コミュニティ、乏しい世代間交

流）と省エネ行動の普及が関連づけられていない 
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研究開発目標 
・大学生・遊休人材を学習リーダーとして育てる 
・その人材が研究開発に横断的に取り組み、地域の世代交流を

活性化させつつ脱温暖化行動を推進する仕組みを作る 
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環境学習指導員認定講座 
 座学（演習あり）のあと、本PJの７つの事

業の活動にサブスタッフとして参加する
実地研修を行い、「環境学習指導員」とし
て認定（2011年13名、12年9名、13年10
名） 

 18歳～81歳の幅広い層 
 認定後は、その後は幼保、小中学校、 

プチエコ、家庭省エネ、子どもの広場、中
小企業 の各WG活動に携わる  

 フォローアップ研修 （期をまたがる懇談
会、研究所訪問、各WG研修） 
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地域の遊休人材の活用に道筋 



第1期講座修了生の活動希望 
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No. 性別 活動希望先（本PJ） 活動希望先（ENB) 

    幼保 小中 
家庭
部門 

企業 
プチ
エコ 

講座 
知恵
の環 

子供
広場 

ENB運
営委員会 

1 女   〇               
2 男   〇   〇       〇   
3 女   〇   〇   〇   〇 〇 
4 男         〇         
5 女 〇 〇   〇       〇   
6 男             〇 〇   
7 男       〇   〇   〇 〇 
8 男 〇             〇   
9 男               〇   

10 女 〇 〇 〇   〇 〇 〇     
11 女   〇     〇     〇   
12 男   〇 〇     〇 〇     
13 女 〇                 



環境学習指導員認定講座－結果のまとめ 

 座学のみでなく、実活動を体験させ、フォローアップ
して行く教育体制は有効 

 時給1000円で認定指導員を研究開発プロジェクト
WG活動に参加させる方式は有効 

 指導員をイベントに参加させ、その時本人の能力に
適合した企画案を作成する育成も有効 

 指導員から提案されたフォローアップ研修により 
更なる能力アップを図るシステムは有効 

 3期にわたる指導員は、各WGのメンバーとして 
活躍できる今後の大きな戦力になると期待 
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